
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・今回のトンネル工事では、現在の安永川トンネルの隣に、新たにトンネルをつくります。

トンネル区間の大部分で、硬い岩盤を掘削していくことになりますが、その地上部には、

住民の方が住んでいたり、病院もありますので、その方々への影響が少ない施工方法を、

採用しました。 

 

 

・具体的には、まず直径約７ｍの、トンネル・ 

ボーリング・マシン（ＴＢＭ）と呼ぶ専用の 

掘削機械を使って、上流の秋葉町から、硬い 

岩盤の芯抜き掘削を行います。 

 

 

・その後、上下流の秋葉町、水源町の両側から、先に掘った孔を利用しながら、ＮＡＴＭ（ナ

トム）工法によりトンネルの大きさに岩盤を掘り拡げていく、２段階の施工方法を採用し

ました。 

 

 

 

 

 

 

・こうすることで、地上の方々への、振動や騒音の影響を少なくすることができます。 
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